
     参加申込   3 月 1 日 ( 月 ) 締切
　　            参加費を御振込みのうえ、contactform.opndr@gmail.com まで      
　　            ①お名前　②ご所属　③ Zoom の招待を受け取れるアドレスをご連絡下さい。

　 御振込先
　　　            銀行名：ゆうちょ銀行　支店名：四四八　口座種類：普通預金
　　            口座番号：５２０３１３６　口座名義：特定非営利活動法人 神経発達症研究推進機構                                                                                                                                              
　　            ＊必ず申込者ご自身のお名前でお振込み下さい。
　　　            ご入金の確認が取れたのち、Zoom の招待 URL をお送り致します。　

 

         司会　  伊勢 由佳利
　　　               特定非営利活動法人神経発達症研究推進機構
                         きみと甲子園こそだて診療所

　　           演者   義村さや香
                「児童期 ASD の学校生活」       

                         京都大学医学研究科人間健康科学系専攻 
　　　　           「 ASD Project 」　　　       
                         特定非営利活動法人神経発達症研究推進機構

義務教育以降の自閉スペクトラム症者への支援について考える　義務教育以降の自閉スペクトラム症者への支援について考える　
　　  ―高校・大学生活で起こる問題と支援のあり方について―　　  ―高校・大学生活で起こる問題と支援のあり方について―

自閉スペクトラム症 (ASD) のお子さんへの支援は広がりつつありますが、義務教育以降の有効な支援に
ついては共通の理解が進んでいないのが現状です。この年代では、対人関係や感覚過敏に対する介入といっ
たこれまでの支援の継続も必要ですが、新たな課題として生活上の問題 ( 自身での睡眠や食事の管理 ) や学
業面での問題 ( 出席日数、単位取得 ) が生じます。これに加えて気分障害などの精神疾患への医療的な介入
の必要性が増加することも報告されています。

そこで、今回のシンポジウムでは、基本となる ASD の診断概念と児童期に生じる問題と支援について概
観した後、高校生 / 大学生になった際に生じる可能性のある問題と支援方法について実際の支援事例を通
してお話して頂きます。義務教育以降の ASD 者の支援をされている方にはまさに今抱えておられる問題を
解決するための手がかりになる内容だと思います。また、現在幼少期 / 学童期の ASD 者の支援をされてい
る方には、将来起こりうる問題を知ることで今から取り組める有効な介入 / 支援について考えるきっかけ
にして頂ければと思います。

          演者　 生天目 聖子　　　　　　

　 「高校生活で起こりやすい問題と支援」
                滋賀県心の教育相談センター　  
                         特定非営利活動法人神経発達症研究推進機構

     演者    上床 輝久
　　　　           「ASD と大学生活」
                         京都大学医学部附属病院精神科神経科

  開催日時　オンライン開催（Zoom）開催日時　オンライン開催（Zoom）
             2021 年 3 月 14 日 ( 日 )　13:30 ～ 17:00 2021 年 3 月 14 日 ( 日 )　13:30 ～ 17:00

特定非営利活動法人 神経発達症研究推進機構     https://opndr.jp
共催：京都大学医学研究科人間健康科学系専攻　文部科学省課題解決型高度医療人材養成プログラム

　　　　    
参加費　

      一般  2000 円
学生  1000 円


